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南房総の完新世段丘面における花丼栽培
千倉町千田地区を例として—

富田健二橋本明子久保田康弘

完新世段丘が分布する房総半島の南端部，千倉Ill［千田地区において，形成年代の沢なる段丘面ごとに土

壌特性と化舟の栽培品種との関連性を調べた。その結呆，土壌が原＜粘土質である完新lit段丘 I面で

は， 70cm深まで根を張るセンリョウの栽培がおこなわれており，良質のコギク等もある。 ヒ壌の薄いm
面やW面では，上壊の薄さを補って畝を高くし，根の深さが 20cm以ドの花）＇fが栽培されている。rn面

はこの他に住宅地より近いことから野菜の栽培も広い面利を占めている。また， W面は土壌条件の他に県

道から近いことから，観光客刷けの花摘み用の花丹：が主に栽培されていることが明らかとなった。

キーワード ：栽培品種，ィヒ升栽培，完新世段丘面

Key words : cultivar. floriculture. Holocene terraces 

I はじめに

房総半島の南端部には隆起と海面変動によって

形成された複数の完新世段丘が分布する。千田地

区には 4段の完新世段丘がある。それぞれの段丘

面が広く分布するこの地域では，盛んに花舟栽培

がおこなわれている。形成年代が違う段丘面はそ

れぞれ上壌生成期間が異なることから，土壌特性

が違うと考えた。それぞれの段丘の土壌特性を明

らかにし，栽培されている花舟の種類とその分布

をみることによって花舟の栽培品種と土壌特性と

の関連性を明らかにすることを目的とした。

II 地域概要

房総半島東南端に位置する千田地区（第 1図）

には複数の完新世段丘が分布する。これらの段丘

を茅根 ・吉川 (1986) は I面， l]面， 1II面， IV面

に区分し，さらに各面に付随するベンチとプラッ

トフォ ームの分布を明らかにした（第 2図） 。本

研究ではこの茅根 • 吉川 (1986 ) の区分に基づい

てそれぞれの段丘面の土壌特性を調べた。当地域

の基盤は新第三系三浦層群の泥岩 • 砂岩・凝灰岩

の互層である（三梨ほか， 1976)。

本地域の気候は，吉野 (1986)の気候区分 Il

に相当し，関東地方ではもっとも温暖な気候区で

第 1図 調在地域図 (2万5千分の］地形図 ［千倉jより作成）

ある。この地域は冬の季節風吹き出し期の初期

や，寒冷前線の通過する際に形成される房総不連

続線の影響が強く，関ヶ原 ・濃尾平野から太平洋

上を通過してくる湿った西風が吹き込む。関東南

部には障害物がないので相対的に暖かい西風が吹
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南房総の花舟栽培

段丘面区分

（茅根ほか．
1987) 

段丘面区分 ＇ 
（中田ほか．

1980) 

I b IP 

沼 I
6200土135B. P 

II b II P 

沼 II
5440土 155 B. P 

田b mp 

沼m
4315士145-2860土100 B. P 

!Vb !Vp 

沼w
2685土 130-820土80 B. P 

土壌深 90cm 78cm 36cm 42cm 30cm 

栽培品種
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第 2図 各I(Iiの年代対比及び栽培品種と上壌深

き込む。本地域が温暖な理由として，焦潮の影響

を受けていること以外に，西からの気流が東海道

沖の太平洋上を経てきた温暖な気流であることが

冬に温暖な気温を示す理由である。さらに，この

西風は非常に強いため夜間の接地逆転I曽が形成さ

れにくく，夜間に著しい低温が現れない。従って

本地域は，冬に露地での花丼栽培が可能な地域で

ある。夏は稲作をしている農家もあるが経営上，

休田にしている農家も多い。

本地域の土壌は灰色低地土であり田畑輪換が可

能な土壌である。田灯ll輪換が可能な常時地下水位

（降雨後 7日）は50~60cmである（千葉県史料

研究財団編， 1996）。本地域は Ib面上で約 90

cm深のグライ土壌が認められた以外は土壌層位

中に地下水位が存在しない。本地域は粒度組成か

ら判断すると排水良好であり，田J:¥ll輪換に適して

いる。

千菜県の花舟栽培は 1970年頃には盛んにな

り，全国的な産地になった。当時の生産品目は，

カーネーション，ユリ，ストック，アイリスなど

の花舟が主品種であった。また，それ以外にも観

菓植物や鉢物類，バラなどの生産も年々増加して

いく 。1981年から 1991年には，花舟用のガラ ス

室や，ビニールハウスが補助資金や制度資金の活

用により禅入され，栽培面積が約 2倍増加してい

る（千築県史料研究財団組， 1996)。千葉県の主

要栽培地域は鋸南町や館山市な どの内房地区，白

浜町，千倉町などの南房地区，鴨川市などの外房

地区の 3地区である。内房地区は特産的品種が多

く，品質が特に優れた花を栽培している。南））｝地

区は温暖な気候のため露地生産の特産品が多い。

外房地区は各種の花が大量に生産されている。ま

た，これらの産地の他にも束紹飾•印猫・千薬地

区など，全県的に花舟栽培が行われている。全国

的に花丼の産地間競争が激しくなり，流通の拡

大，輸入花舟の増加など新たな問題が起きてい

る。それに対しカーネーション，ストック，バラ

など古くから栽培している品種の品質の向上を圏

り，施設化を推進している （千築県史料研究財団

編 1996)。

調査地域の千倉町の花舟栽培は明治中期後，ノ

ズイセン，ヤマユリ等が東京問座向けに出荷され

ており，カンコギク，ナノハナ，ゼラニウム，キ

ンセンカ等も栽培，販売し始めた（千倉町史編さ
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ん委員会編， 1985）。大正 15年 2月に七浦花丹疎

菜生産組合，安房花丼組合連合会が創立され，昭

和 5年頃から昭和 16年までにヤグルマソウ，キ

ンセンカ，マーガレット等多数種が栽培され始

め，スターチス，ストック露地花地帯として進展

する。しかし，昭和 16年～21年 10月まで，戦

時下のため食用作物に強制転換させられ，花栽培

は一時中断される。昭和 21年 10月から組合が復

活し，昭和 23年 2月～昭和 29年 10月までにビ

ニール晋及による簡易ハウス施設栽培が取り入れ

られ，新品種の導入などにより花丼栽培は著しく

進展した。昭和 33年～昭和 40年の間に県農業施

策による花舟集団産地育成事業により指定産地の

認定を受け，露地栽培から施設栽培へとストッ

ク，テッポウユリの 2種類が県指定産地として

指定認可を受け，高度栽培へと移行し現在に

至っ てい る （千 倉 町 史 編 さ ん 委 員 会

編， 1985)。現在では首都圏への出荷や観光農

園として発展している。千倉町では農地の基盤

整備事業が 1997年頃から始まり現在も進めら

れているが，本地域ではまだ行われていない。

皿 調査方法

は一週間風乾後，土壌 pH(H,O, KC!)を測定し

た。粒度組成を kohn methodで計測し，結果を

国際法で区分した。現地調査は 2000年 1月及び

2001年 2月におこなった。なお，栽培品種の調

査は 2001年 2月におこなった。

w 結果および考察

1. 土壌分析

粒度組成：完新世段丘 I面から W面に至る まで

各面 1地点 3サンプルの粒度分析をおこなった

（第 3圏）。但し m面は住宅地のためサンプルはと

れなかった。基盤までの土壌深は第 2図のように

形成年代が古い上位面ほど厚く なる。

■土地利用鵡査地点 (2001.2) -一 主蔓道路および農道

中田ほか (1980)は館山周辺の完新世段丘を沼

段丘と命名し，さらに形成年代により，沼 I'沼

II' 沼III, 沼Wに区分した。この地域の段丘を茅

根・吉川 (1986)の I, II, III, N面と対比する

と千田地区では第 2図に示すように， I面＝沼 I

面 （形成年代は 6,200土 135yrsBP), II面＝沼 II

面 （形成年代は 5,440士155yrsBP), III面＝沼 III

面 （形 成年 代 は 4,315土 145~2,860土 100yrs-

BP), N面＝沼 W面（形成年代は 2,685土 130~

820土80yrsBP) となる 。 本研究では茅根• 吉川

(1986)論文の区分面に従って（第 2図），それぞ

れの段丘面の畑の土壌深を測定し，各面の栽培種

の根の張る深度（地表面から 20~25cm深）の

土壌を採取した。土壌は各面で栽培されている品

種の根の深度に応じた深さの土壌を採取した。ま

た，栽培品種によって畝高が異なるため，畑の見

取り図を作成し畝刷等を測定した。採取した土壌

第3図調査地点図

25 cm深度の土壌のサンプルを I, Il, N面で

みると第 4図のように I面からW面に行くほど礫

が減少し，砂とシルトと粘土 （土壌粒子）の比率

が増加する。すなわち I面では 52.4%, Il面で

は51.0%, N面では 44.4%の土壌粒子を有し，

上位面ほど土壌生成作用が長期間おこなわれたこ

とを示している。
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南房総の花舟栽培

第 5図には IPとIIPとWpの 20~25cm深

の土壌のそれぞれのシルトと粘土の重量比率を示

した。砂区分はそれぞれのサンプルの 97％以上

を占めるので省略した。第 5図からシルトと粘土

の重量は IPから IIp, Npの順に減少してお

り，土壌化は明らかに年代が古い段丘面ほど進行

していることがわかった。
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出 ：第 6図には IpとIIPとwpの 20~25cm 

深それぞれの土壌 pHの測定結果を示した。pH

（凡0)とpH(KCI)をそれぞれのサンプルで計

測した結果，第 6図からpH(KCI)は IpからIIp, 

W pと順に酸性を示 しており， 年代が古い段丘

面ほど酸性土壌を示 していることがわかった。
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第 6図 サンプル土壌の酸性度

2. 栽培品種

各段丘面の代表的な畑の見取り図を作成した。

第7固に I面の畑の見取り図を示す。 I面では高

値で売れるセンリョウ，キンセンカ，コギクの栽

培が行われており ，栽培品種は単純である。ただ

しセ ンリヨウは 70cm深以上 まで根を張るた

め， 土壌のI厚いI面以外では栽培されていない。

I面は他の面に比べ土壌 pHが低く pH(H,0) 

5.08である。粘土質のためその性質にあ ったセ

ンリョウが栽培されている。

II面は代表的な畑がなく， 見取り 図は作れな

9 1● 

第 7図

四 センリ ョウ
3如

11.0m 巴］キンセンカ

I Pにおける畑の見取り図
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IVp 
2001. 2 

瓢目目目I¥
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/ 

図 ヤ グルマ‘” [I] 、ノラマメ ［口］ベニジウム
戸ポピー ロ ストノク

第 9図 IV Pにおける畑の見取り図

かった。この面は谷沿いに土壌侵食が進行してい

る場所もあり再堆栢も同時に起こっている。再堆

積によって土壌が厚くなっているような場所では

野菜，特に根菜類の栽培が行われている。このよ

うな谷沿いの場所では，出荷用の1晶質のよい花舟

が栽培できないため，花舟

栽培を辞めてしまっている

農家も多くなっている。

第8図に皿面の畑の見取

り図を示す。 11I面は自宅で

食用にする野菜，および出

荷用のキンセンカが栽培さ

れていた。11I面は面積が狭

く，主に自宅での食用野菜

を栽培している。

ストック
ポピー
ベニジウム
ボンポンデイジ一
ノースボール
デイジ一
デモルホセカ
キンギョソウ
ソラマメ
ャグルマソウ
キンセンカ
ネギ
四コン
キャベッ
ハクサイ
カイガラソウ
センリョウ
コギク

単位 ：cm

I p illb IVP 
間10~50

ストック 幅65~58
高10~15
間32

ポピー 幅51
高13
間32

ベニジウム 幅35
高18
間32

ヤグルマソウ 幅29
高10

ソラマメ
幅20
高15

ネギ
間37
高10

間26~50
キンセンカ 幅45~60間32

高10~16高5
間20

センリョウ 幅40
高5

第 1表 栽培品種の畝問・畝閲 ・畝輻

れており，畑の半分を占めている。他にもヤグル

マソウ，ポピー，ベニジウムなどが栽培されてい

る。また，年によって栽培品種を変えている。士

壌の隙い 1V面では畝高は 10~18cmと闇く，土

第9図にW面の畑の見取

り図を示す。W面では一つ

の畑に花摘み用の彩りの鮮

やかな花が多種栽培されて

いる。特にス トックなどは

数種類の色の品種が栽培さ 第 2表 段丘而別栽培品種 （黒色は栽培されている品種を示す）
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南房総の花舟栽培

壌の薄さを補って栽培をおこなっている。W面は とが必要である。また，気候条件との関連性も検

県道から近いため観光客向けの花摘み用の花舟が 討する必要がある。

栽培されている。花の栽培品種はいずれも根の深

さが 20cm以下に限られており，土壌深が薄い

段丘面の特性に合ったものが栽培されている。W

面の土壌 pH(H,O)は 5.37である。

第 1表に畝間 ・畝高 ・畝幅を示す。畝高等の特

殊なセンリョウは I面にしか栽培されていない。

他の品種に明瞭な差は認められない。

第 2表に段丘面別栽培品種を示す。花摘み用の

花舟はW面に集中し，野菜類は II面，皿面に集中

している。データを取った期間が 2月で彼岸前で

あったため，高値で取り引きされるキンセンカは

すべての面で栽培されている。コギクは I面と W

面で栽培されているが，海に近いW面のコギクは

悔水飛沫の影評を受け品質が I面に比べ落ちる。

このように房総半島南端に位置する千田地区で

は各段丘面の土地条件によって栽培品種が大きく

異なる。観光用の花摘みの花舟から出荷用の花

罪さらに野菜類など各面の土壌や県道からの距

離，海からの距離など様々な要因が関係して栽培

品種が各段丘面ごとに異なることが明らかになっ

た。今後，栽培品種の経年変化を調べ，時代性を

明らかにすること，その中に段丘面の特性がどれ

ほどの重みで関与しているのかを明らかにするこ
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智紀氏にご協力をいただいた ことを感謝する。
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